











































































































































































































カル ミデスは.以前に誰か - 162Bは, これがク リテ ィアスであること●●●●●●●










































































ろな知についての知である●6ばか りか, 知 自 らにつ いての知
(i7日 OTオFL叩 きauTT7^ゞ )でもあるのです.｣(166Cl-3)
まず気づかれるのは,クリティアスの最初の定義 (164D3-4)において●●●●●
は,ソプロシュネとは ｢自分自身を知ること (T∂ γE7･ZJゐqJCEEレ●●●●●●●●●



































れば,｢自己自身を知ること｣の可能性 と,その内容を規定 しているのは●●●●●●● ●●●





































のの内で美しくて利益になるもの (Ta JCa入u'lg TE Kal a)¢eA-

























































































































































































?? ?? ?? ? ?? ? ?
?
プロシュネを具えた人が,自分の知っている事柄につ??? ?? ?? ?? ?? ?? ??? ???
























































*1 この点については,拙稿 ｢プラトン 『ソクラテスの弁明』における ｢愛知
(philosophia)｣について｣(『九州工業大学研究報告 人文 ･社会科学編』第22
号,1974年)を参照されたい｡
(134)
